
代表質問

議
員　

本
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

何
点
か
の
重
点
施
策
を
掲
げ
て
い
る
が
、

そ
の
中
で
の
最
重
点
施
策
は
何
か
。

村
長　

6
点
の
重
要
施
策
を
掲
げ
た
。
ど

れ
も
大
事
で
あ
る
が
、
私
の
中
で
第
一
に

掲
げ
た
の
は
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を

目
指
し
た
支
援
策
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
、

27
年
度
の
組
織
改
編
で
子
育
て
支
援
課
を

設
置
し
た
。

議
員　

百
塚
原
団
地
跡
地
周
辺
は
住
宅
が

密
集
し
て
い
る
。
地
域
住
民
か
ら
、
跡
地

を
憩
い
の
場
・
健
康
的
な
遊
び
の
場
等
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
、
用
地
確
保
の
声
が

上
が
っ
て
い
る
。
所
有
者
で
あ
る
国
と
の

取
得
交
渉
は
。

副
村
長　

百
塚
原
団
地
跡
地
周
辺
は
、
村

内
で
も
住
宅
密
集
地
域
で
あ
り
、
今
後
高
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議
員

問　

本
年
度
の
最
重
点
施
策
は
何
か

答　

子
育
て
支
援
策
の
推
進

齢
化
が
進
む
中
で
、
防
災
対
策
等
が
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
団
地
跡
地
を
取
得
し
、
地
域
住
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
活
用
の
必
要
性

か
ら
、
緑
の
拠
点
と
防
災
機
能
を
併
せ
持

つ
公
園
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。

議
員　

こ
の
用
地
の
利
用
目
的
に
つ
い
て

は
、
村
民
も
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
で
、

議
会
も
含
め
た
計
画
案
の
協
議
を
い
た
だ

き
た
い
。

議
員　

村
内
で
昨
年
暮
れ
に
、
住
宅
火
災

が
発
生
し
た
。
現
場
に
行
っ
て
み
る
と
、

火
災
家
屋
の
入
り
口
に
消
火
栓
が
あ
っ

た
。

　

消
防
団
は
火
災
時
は
後
方
支
援
が
主
で

あ
る
が
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
は
消
防
団

員
の
消
火
活
動
が
で
き
る
体
制
が
あ
る
と

い
い
の
で
は
な
い
か
。

村
民
生
活
部
長　

基
本
的
に
は
、
消
防
団

員
は
後
方
支
援
が
主
で
あ
る
が
、
消
防
団

員
が
消
防
署
員
よ
り
先
に
、
現
場
に
到
着

し
、
消
火
活
動
を
行
う
人
員
確
保
が
あ
る

場
合
に
つ
い
て
は
、
消
火
活
動
も
想
定
さ

れ
る
の
で
、
今
後
は
消
火
栓
を
活
用
し
た

訓
練
を
実
施
し
、
消
防
団
員
の
技
術
向
上

に
努
め
た
い
。

議
員　

広
域
消
防
に
伴
い
、
各
方
面
へ
の

出
動
に
つ
い
て
は
、
一
刻
も
早
く
現
場
到

着
で
き
る
よ
う
、
地
元
署
員
を
乗
務
す
る

よ
う
、
会
議
等
で
要
望
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

問　

消
防
団
の
消
火
活
動
に
つ
い
て

答　

消
火
栓
利
用
訓
練
の
実
施
・
団
員

の
技
術
向
上

問　

百
塚
原
団
地
跡
地
の
用
地
取
得
の

目
的
は
何
か

答　

地
域
住
民
の
緑
の
拠
点
と
防
災
機

能
公
園

とうかい村松宿こども園
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